
 

桶狭間の合戦、大高城からの脱出 

                   ～大高城で孤立した元康（家康）、さあ、どうする～ 

1 大高城の描かれ方 

（1）最新技術で再現を試みる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）大高城の地理的（地政学的）な重要性 

・海辺に面している…当時の地形から 

 鳴海と同様、今川氏にとっては海上を利用し 

た物資の搬入や、作戦の展開も考えられる 

 三河から尾張を抜けるのではなく、海上から 

伊勢に抜ける拠点として（小和田説） 

・南北朝時代から城としての存在価値を有し 

ていたと考えられる…伊勢湾の重要性と水軍 

名古屋城天守閣を木造復元し、旧町名を復活する有志の会        2022.11.19 市橋章男 

実際に画面に登場する「大高城」。遠くに見えるの

は「丸根砦」、近くは城下の民家。手前はセットで背

景は CG 画像。 

撮影スタジオの内部。当時の「城」の再現は大変良

くできていた。 

本丸への虎口の様子。中世城郭の多くは天然の地

形を利用した城郭造りが行われていたと考えられ

る。大高城の丘は岩盤室の部分があったのか。 

本丸内部の様子。板の間であり、中央に炉が切っ

てある。兵糧入れの後ということで、米俵が積んで

ある。 

養老元年尾張国絵図 

（猿投神社蔵） 



2 大高城兵糧入れと桶狭間の合戦 

（1）「大高城兵糧入れ」が二度（三度）あった?!―歴史書の誤謬 

・『三河物語』―永禄元年（1558）、義元の命で大高城に兵糧入れを敢行。永禄 3 年（1560）の桶狭間

合戦の際にも大高城に兵糧を運び込んでいる。 

 

（2）桶狭間の合戦―捉え方の根本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）元康の働き（信長公記） 
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圧倒的な力の今川軍と、 

尾張の新興勢力織田軍との戦い 誤った合戦の前提条件 

織田信長像  

ジョバンニ・ニコラオ画 天童市三宝寺蔵 

桶狭間合戦図（蓬左文庫） 



（3）元康「大高城兵糧入れ」と義元の休息「おけはざま山」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家康は「朱武者」と記される。「大高城兵糧入れ具足」と 

 呼ばれている「金陀美具足」は飾り具足ではなかったか。※「徳川実記」には記されない 

・鷲津砦を攻めたのは「朝比奈泰朝」。朝比奈泰能は三年前に他界している。 

・信長は「深田の足入れ」悪条件をかえって有利と考えたのでは。 

 

（4）襲い掛かる信長―義元の最期 

・信長が出陣を決意したのは鷲津・丸根砦が攻撃を受けていると聞いた時 

 義元の主力は大高方面に向かうと確信した時か。 

・善照寺砦に織田の主力が集結していると見せかけた（数多くの旗差物） 

・「おけはざま」に誘い込んだのでは（藤本説） 
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金陀美具足（レプリカ／家康館） 
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濃姫、信長、注進、森蘭丸…現在は撤去さ

れた清洲城展示。間違いがありますね。 



・「石水」…当時は雹が良く降った 

・「敵の輔」…敵の頬骨、頬 

・山際とは桶狭間山のことか。丘のよう

な場所というのは当たらない。標高が最

も高く、織田方の動きが良く見える場所 

・後ろへ崩れる…現在の豊明の古戦場辺

りの事か 

・戦後、前後駅付近で大量の武具などが

見つかったという記録がある 

・義元は塗輿を捨て、現在の田楽坪に逃

げ下る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 大高城からの退却 
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さあ、どうする家康！ 


